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今月のコラム
「日銀短観の景況感は改善、米国の中間選挙を控えた原油価格に注目」

製造業 Manufacturing Industry

商業 Commerce

観光・サービス業 Tourism and service industry

雇用 Employment situation

建設業 Construction industry

半導体関連の受注が旺盛

根強い消費者の生活防衛意識

雨天が多く、高原の観光地の来場者伸びず

有効求人倍率、2ヵ月連続で前年同月比上昇

建築費高騰で、工場や店舗の新築需要減少
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2026年6月は、米国とイランが攻撃開始から108
日間を経て、ようやく戦闘を終結する覚書に暫定合
意した。ただ、その後も攻撃の応酬があり、ホルム
ズ海峡の開放を巡る対立が解消されず、不確実性が
残った。それでも日経平均株価は上昇し、終値で初
めて7万円を上回った。人工知能（AI）・半導体の勢
いに加え、中東情勢の緊張緩和が期待された。一方、
日銀は政策金利の1%程度への引き上げを決定。中
東情勢による原油高の影響で、物価が上振れするリ

スクがあると判断した。1%は1995年9月以来、約
31年ぶりの高い水準となった。
諏訪地方では、製造業が半導体関連を中心に繁忙な
企業が増えている。ただ、材料の調達難は一時期よ
り緩和されたたものの、価格が上昇したままで、収
益を圧迫している。非製造業は例年より気温が低
かった影響があった。

●諏訪信用金庫の取引先約130社へのヒアリング調査による取りまとめ

実　　数 前年同期比

有効求人倍率【5月】（諏訪公共職業安定所管内） 1.23倍 0.06ポイント

国県公共工事【6月】
（税抜・地元企業受注分）

件 数 8件 △3件

金 　 額 218百万円 △153百万円

6市町村公共工事受注【6月】
（税抜・業務委託除く）

件 数 63件 10件

金 　 額 3,773百万円 1,974百万円

車庫証明取扱件数【6月】（諏訪地方合計） 1,012件 22.3%

新設住宅着工戸数【2026年4月～5月】（諏訪管内） 110戸 △24.1%

Suwa Area Economic Overview

諏訪地方の概況
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日銀の6月の全国企業短期経済観測調査（短観）で、
大企業製造業の業況判断指数（DI）は、2018年3月
以来の高い水準となった。人工知能（AI）の普及に
伴う関連機器の需要が幅広い業種に波及し、価格転
嫁の進展や中東情勢による原材料の調達難を見越
した前倒し需要があった。この流れで、諏訪地域の
企業も半導体関連を中心に、受注が旺盛になってい
る。半導体業界全体が広範囲に活発化しているた
め、「急激に動き出したが、何が理由か不明」としな
がら、今後しばらく忙しい状況が続くと見る企業も
ある。一方で、「急激な好転は急激に失速する可能
性もあるため、安心はできない」と危惧する声もあ
る。自動車関連はメーカーによって差があるが、一
部EV車部品が好調な企業がある。また、2026年後
期は、販売台数を伸ばしそうな新型車や特別仕様車
が多くリリースされる見込みとする期待がある。

■金属製品
プレス、メッキ、熱処理など

半導体製造装置関連の受注は、引き続き好調を維持
し、6月として過去最高の売上高を更新した企業が
ある。一方で、受注はあるものの、各種ガスなどの
エネルギー、アルミやタングステンなどの材料価格
が大幅に上昇し、収益を圧迫している企業が多い。
自動車関連の先行きには懐疑的な見方も出ている。

■一般機械
工作機械、専用機械、省力機械、検査機械など

AI関連の半導体需要は世界規模で旺盛で、製造装置
の需要が拡大している。それに伴い、検査装置やロ
ボットなどの生産も増加しており、全体的に活気が
出ている。既存取引先の既存製品の増産要請に加え、
半導体製造装置向けの受注が旺盛になり繁忙な企
業がある。油圧、空圧機械関連も定期受注が安定的
に確保できている上、追加の受注が発生している。
医薬品業界の製剤や検査の専用機需要も落ち込む
ことなく底堅い。ただ、値上げが止まらない材料の
高騰が、収益を圧迫している。

■電気機械
家電、パソコン、情報機器、電子デバイスなど

半導体関連の需要は旺盛で、AI関連機器部品の試作

や引合いは、今後も繁忙な状況が続く見通し。外注
先も多忙な状況で、外注に頼れない状況も出ている。
今後の増加をにらみ、生産ラインの見直しや機械の
増設、人員確保を検討する企業がある。防衛関連の
特殊基板の受注は増加傾向が続いている。自動車関
係の動きは鈍い。

■輸送用機械
自動車関連、ピストンリング、船外機、航空機部品など

2026年上期の国内新車販売台数は2年連続で前年を
上回った。トヨタが全体を牽引し、ダイハツや三菱自
動車もプラスだった一方、日産は1993年以降では最
低だった。市場の新車需要は堅調に動いている。大手
メーカー各社はハイブリッド車に軸足を置き、米国
向けが好調。一部で、EV車部品の受注が高止まりで
推移している企業もある。各社新車種の切り替えタ
イミングで、既存部品から新規部品に切り替わる見
込み。イラン情勢の長期化による仕入価格の高騰や
原材料の調達懸念、円安進行などは不安要素。

■精密機械
時計、カメラ、光学機器、計量器、医療機器など

通信機器関連の光ファイバーなどのケーブルは好
調を維持し、産業用レンズ関連や監視カメラはやや
停滞している。スコープレンズも月別に波はあるが、
堅調に推移している。半導体関連の装置需要が増加
し、圧力計器も堅調に推移している。ただ、中東情
勢による材料調達への不安が続き、真鍮などの値上
げが顕著で、梱包材や発泡スチロール、工業油は受
注制限がかかったまま。

■製造業全般
漬物は、前年同月の葉物野菜が非常に高値だった反
動がある。野菜価格の安定が望まれるが、契約農家
からはマルチなどの農業資材の価格高騰により、来
期は確実に高騰することが伝えられている。ナフサ
由来の包装資材も値上がりしている。みそは、世界
的にも和食文化の浸透や発酵食品の人気、植物プロ
テイン（タンパク質）の嗜好など、業界には追い風
が多い。夏のギフト商戦に向けての生産が急ピッチ
で進む。商品需要は旺盛で、生産が間に合わない状
態が続いた。

02製造業 半導体関連の受注が旺盛
Manufacturing Industry
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03商業 根強い消費者の生活防衛意識
Commerce

製造業が人工知能や半導体関連の旺盛な需要で景
気回復傾向を示すものの、家計への波及は鈍い。企
業の賃上げも広がり、実質賃金は増加しているが、
生活防衛意識が根強く、物価高を意識した消費行動
が続いている。小売店などでは、顧客の購入点数が
減少する中で、仕入れ価格が高騰し、梱包材なども
値上げとなっているため、収益確保が難しくなって
いる。最低賃金の上昇で、人件費も増加している。
値上げの影響で売上ベースは増収となっても、エネ
ルギーや人件費増加分の価格転嫁ができていない
企業もある。

■家電店
国が性能基準を引き上げる「27年問題」を背景に、
家庭用エアコン商戦が全国的に活況となっている。
品薄や設置工事の遅延などの懸念もあり、本格的な
猛暑を前に、駆け込み需要がある。

■土産物店
雨量は多くなかったが、全国的に気温が上がらず観
光客が少なかった影響がある。大型バスが少なく、
個人での旅行が多いため売上が伸びなかった。

■飲食店
うなぎ専門店の客入りが良く、通販や外販、ふるさ
と納税の返礼品としての売り上げも好調に推移し
ている。特に通販部門は、今後も引き合いが多い見
込み。仕入価格は下落傾向。

■靴店
靴の売れ行きは気温と天候に大きく左右されるた
め、業界全体で夏物の靴の売れ行きが悪かった。

■生花店
葬儀用はコロナ禍以降、小規模なものを主体に、一
定の需要がある。夜の飲食店への需要が減ってきて
いる。

■スーパー
消費マインドが低下し、買い控えが顕著になる中で、
ポリ袋やラップなどに買いだめの動きが見られた。

■野菜等直売所
6月は例年売上が伸び悩む月だが、今年は週末をま
たぐ天候不良（ダブル台風など）が多く、前年を下
回った。気温も低い日が続き、客足は鈍かった。ただ、
今のような気候だと秋のキノコ類は期待できる。

■自動車販売
諏訪地方の6月の車庫証明件数は1,012件で、前年
同月比185件、22.3%増加した。

■燃料販売
取扱件数に大きな変動はないが、売上金額は石油や
ガスなど各種単価の変動で変わった。一部燃料（重
油、揮発油、潤滑油）の仕入れの支障が続いている。
例年、春先から夏場まで農業関係で増加する灯油は
減少傾向となる。
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04観光・サービス業 雨天が多く、高原の観光地の来場者伸びず
Tourism and service industry

6月の諏訪地方は台風や前線、湿った空気の影響で、
曇りや雨の日が多かった。長野地方気象台の観測で
は、平均気温は平年並みだったが、降水量は平年よ
りかなり多く、日照時間が少ない月だった。気象庁
は「関東甲信地方が6月7日ごろに梅雨入りしたと
見られる」と発表。平年と同じで、昨年より16日遅
い梅雨入りとなった。高原の観光地では、スズラン
など山野草の開花が昨年より早かったため、来場者
数の増加が期待されたが、特に週末の雨天が多く、
来場者数は伸びなかった。諏訪湖周辺の宿泊施設は
比較的好調で、インバウンドは減少したものの、県
外からのリピーターが増えている。ただ、人手不足
で利用者への対応に苦慮する施設もある。

■上諏訪温泉
6月の前年同月比の宿泊人数は、諏訪湖温泉旅館
協同組合加盟の14施設中8施設がプラスとなっ
た。14施設総体の6月客室稼働率は、69.3%（前年

67.7%）だった。立山黒部アルペンルート開通に伴
うインバウンド客の好調が続いた。ホタル祭りへの
直行バスも好評だった。

■下諏訪温泉
地元客より県外客が多い。予約状況は前年を上回っ
ており、本格的な夏に向けてさらなる集客が見込ま
れている。

■蓼科・白樺湖・車山・富士見等
週末の天候が悪く集客が伸び悩んだ。また、熊の出
没を警戒してか、登山客も若干減少傾向にある。そ
の中で、7月に中国人7人の13連泊の予約があった
宿泊施設がある。

■諏訪大社
上社・下社合わせた6月の参拝者数は約78,500人
だった。前年同月に比べ約4,000人、5.3%増加した。
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●諏訪市観光案内所 6月日本人来訪者（一般社団法人諏訪観光協会提供）

〈案内先〉複数案内（単位：人）

〈年齢別構成比〉 〈居住地域〉
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●公共工事の推移（市町村合計件数　調査・測量・設計など業務委託は除く）

●新設住宅着工件数の推移（諏訪地方合計）

建設業
Construction industry

6月の市町村からの受注工事は、合計63件3,773
百万円となった。前年同月に比べ件数は10件増加
し、契約金額も1,974百万円、109.7%増加した。
岡谷市の川岸学園関連、ララオカヤ解体工事が大き
い。国、県関係の2026年4月～6月の累計公共工事

（地元業者受注分）は、前年同期に比べ件数、契約金
額とも増加した。一方、民間工事は、諏訪地方の5月
の新設住宅着工戸数が57戸で、前年同月に比べ17
戸増加（42.5%）した。ただ、建築費高騰で工場や店
舗の新築需要が少なくなっている。

■公共工事
6月に地元業者が受注した国県関係の公共工事は、
国関係は0件、県関係は諏訪建設事務所4件、諏訪
湖流域下水道事務所1件、諏訪地域振興局林務課2
件、県警察本部1件の合計8件で、契約金額は218

百万円だった。2026年4月～6月の累計は27件
1,449百万円で、前年同期比で件数は5件増加し、
契約金額は289百万円増加（25.0%）した。市町
村からの6月の受注工事は、建築工事が4件1,381
百万円、土木工事および下水道工事47件2,302
百万円、その他工事12件89百万円だった。

■民間工事
5月の民間工事の利用関係別は前年同月比で、「持
家」が7戸増加の41戸、「貸家」は同数の6戸、「分譲」
は10戸増加の10戸、「給与住宅」は同数の0戸だっ
た。長野県内の5月の新設住宅着工戸数は712戸で、
前年同月比47.4%増加した。利用関係別の対前年
同月比は、「持家」が32.8%増加、「貸家」が66.3%
増加、「分譲」が68.7%の増加となった。

05建築費高騰で、工場や店舗の新築需要減少
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企業のひとこと
Voices

諏訪地方の5月の有効求人倍率は、前年同月比0.06
ポイント上昇し、前月比0.02ポイント上昇の1.23
倍となった。2ヵ月連続で前年同月を上回った。長
野県の有効求人倍率は、前月と同じ1.25倍だった。
中東情勢による原材料の価格高騰、不足の影響が製
造業や建設業を中心に見られ、長期化を不安視する
声がある。全国の有効求人倍率は、前月から0.01ポ
イント減少の1.17倍だった。物価高騰や省人化で、
新規求人の減少が続いている。全国の完全失業率は、

前月から横ばいの2.5%だった。
諏訪地方の新規求人数は1,331人で前年同月比
117人減少（△8.1%）した。業種別前年同月比の新
規求人数は、製造業が18.0%、建設業11.6%、教育・
学習支援業10.8%と増加したが、宿泊業・飲食サー
ビス業△53.8%、卸売業・小売業△39.4%と減少し
た。新規求職者数は598人で、前年同月比64人減少

（△9.7%）し、8ヵ月連続で前年同月を下回った。

●金属製品製造業
・自動車部品の将来性が見込めないため、取り扱
い製品の分散化に取り組んでいる。
・中東情勢や中国のレアアース規制など、逆風要
因が多い。

●一般機械製造業
・材料の高止まりやさらなる値上げといった話が出
始め、中東紛争に起因する様々な影響はまだ続く。
・残業、休日出勤が続いており、社員の疲弊が心配。

●電気機械製造業
・様々なものが値上がりしており、便乗値上げ
じゃないかと思うこともある。
・ナフサ問題も徐々に落ち着いてきた。結果的に
価格だけが上がって収束。一度上がった価格は下
がらない。

●輸送用機械製造業
・自動車業界の動きは波があるが、好転も悪化も
緩やかな波で、推移の予想も立てやすい。一方、
半導体業界の波は大きく、好転、悪化の振れ幅も
大きい。今は急激に忙しくなっているが、急激に
失速する可能性もある。
・ガソリン価格高騰で自動車ユーザーの意識が
変化し、今後、EV化の進展が加速するのではな
いか。
・無い無いと言いながら、本当に必要な分は手に
入る状況。大手からも手に入らなければ言ってく
れと言われている。大手企業経由で入手は可能。

●精密機械製造業
・中東情勢の不安から値上げと、海の向こうのせ
いにしているが、実はほとんどは国内要因だと思
う。ボトルネックがどこなのか、究明しないと景
気は良くならない。
・半導体分野が好調だが、9月以降はまた生産調
整に入るとの情報があり、急激に新しい見積依頼
がなくなった。

●食品製造業
・省力化も必要だが、食品の生産には人間の力や
発想が絶対に必要で技術の習得や育成、承継は今
後も最大の課題。一年中採用活動は行っている。
・最低賃金の上昇が、ボディーブローのように効
いてきている。

●燃料販売店
・潤滑油が潤沢に提供できる状況にならなけれ
ば、製造業者はいずれ死活問題になる。

●建設業
・建築資材高騰で、各社設備投資に消極的。原油由
来のアスファルトや断熱材などの値上がりが顕著。

●観光業
・円安の影響で、安くて混んでいない日本を渡航
先に選んだというイタリア人の声が聞かれた。
・部屋はほぼ満室となっているが、人員が不足し
ているため、朝食のみとか、素泊まりでの予約と
しているが、それでも予約は好調。

06Employment situation

雇用 有効求人倍率、2ヵ月連続で前年同月比上昇
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日銀短観の景況感は改善、米国の
中間選挙を控えた原油価格に注目

7月1日発表の「日銀短観（短期景況判断）」の6月調
査では、製造業、非製造業とも改善しました。2月28日
に始まったイラン戦争の影響で、国内ではナフサ関連
商品が「目詰まり」を起こし、当社のお客さまでも、品
物はある程度はあるものの、仕入れるのに数割以上の
値上がりをしているという話をよく聞きました。

そういうこともあり、景況感は良くないのではない
かと懸念しましたが、とくに製造業は予想以上に改善
が見られました。

日銀短観は、景況感が「良い」と答えた企業の%から
「悪い」と答えた%を引いて計算しており、私の経験か
らは「20」を超えていると景況感は結構良いという印
象です。

表にあるように、6月調査では、大企業製造業でプラ
ス22（改善幅プラス5）、大企業非製造業でプラス37

（同、プラス1）となっています。中堅企業、中小企業で
も大企業ほどではありませんが、製造業はわずかです
が改善しています。中でも、造船・重機、機械、石油・石
炭、紙・パルプなどは好調です。一方、鉄鋼、食料品、繊
維、自動車などは、まだまだといった状況です。

一方、非製造業は総じて好調ですが、中でも、建設、
不動産、情報サービス、宿泊・飲食サービスなどが人手
不足はあるものの、ほぼ絶好調といったところです。

製造業、非製造業とも企業規模が小さくなるほど景
況感が悪くなっていることにも注意が必要です。
「先行き」の数字も載せてあります。この統計のクセ

で結構低めに出ることが多いのですが、今回も結構悲
観的な数字が出ていますが今後の動きに注目です。

また、内閣府が毎月調査している「街角景気（景気
ウォッチャー調査）」の数字も全体的にはまだ低い数字
ですが、改善しつつあります。この数字は、経済の最前
線にいて景気に敏感な人たち、例えば、タクシーの運転
手さん、小売店の販売員、ホテルのフロントマンなどに
内閣府が毎月、各地で調査しているものです。

細かい数字は省きますが、街角景気の数値的には4月

が底で、まだまだ低い状態ですが、ゆっくりと改善して
います。ただ、この原稿を書いている時点でも、米国、
イラン双方がお互いに攻撃を続けており、ホルムズ海
峡の状況も流動的です。今後の原油価格も含めてよく
見ておく必要があります。

原油価格を少し説明しておくと、今年1月に1バレル
＝60ドル程度だったドバイ原油は、2月には70ドル程
度まで上昇していました。それが、3月には120ドルを
超え1月の倍となる水準となり、4月も110ドル台で推
移しました。

それが、5月には90ドル台、6月には70ドルを切る
まで下落しており、それが日本の景況感にも表れてい
ます。

ただ、7月に入り、停戦合意が守られないことも多く、
75ドル前後で推移しています。

一方、米国では、ガソリン価格が今回の戦争を契機に
高騰しました。昨年は1ガロン＝3ドル前後で推移し、
今年に入っても2月までは2ドル台後半でしたが、イラ
ン戦争開始以降は4ドル台と急騰しています。最近米国
に出張した人に聞いたところ、5ドル台のガソリンスタ
ンドもあるということです。

トランプ大統領としては、11月に中間選挙を控え、
是が非でも米国のガソリン価格やインフレを抑える必
要があります。

中間選挙は日本ではそれほど注目されていませんが、
米国では大きな選挙です。大統領選挙から2年後の次の
大統領選挙との間に行われる選挙なので中間選挙と呼
ばれていますが、任期6年の100名の上院議員の3分の
1、任期2年の435名の下院議員の全員が改選されます。

現状、大統領、上院、下院すべてが共和党の「トリプ
ルレッド」の状態ですが、下手をすると、議会では、過
半数を野党民主党が占めるということになりかねませ
ん。トランプ大統領としては、議会運営が極めて難しく
なるだけでなく、これまで結構無茶をしてきたので、大
統領に対する風当たりが急速に強まることも考えられ
ます。

そうしたことを考えれば、大統領としては是が非で
もイラン戦争を米国に有利なように終結させ、原油価
格を戦争前程度に下落させる必要があるのです。

そう考えれば、日本でも米国でも、この先一旦物価は
上昇するものの、秋以降は少し落ち着きを見せるので
はないかと期待しています。
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2026年
3月調査

2026年
6月調査 先行き

大企業製造業 17 22 17
大企業非製造業 36 37 28
中堅企業製造業 16 17 9
中堅企業非製造業 27 26 16
中小企業製造業 7 9 2
中小企業非製造業 16 15 8


